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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年3月27日(2008.3.27)

【公表番号】特表2007-533824(P2007-533824A)
【公表日】平成19年11月22日(2007.11.22)
【年通号数】公開・登録公報2007-045
【出願番号】特願2007-509494(P2007-509494)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 297/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/6592   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 297/08    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   4/6592  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月6日(2008.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２０－８０グラム／秒の範囲内の流動性値を有するヘテロ相ポリマ－。
【請求項２】
　２０－８０ｇ／秒の範囲内の流動性値を有するヘテロ相ポリマ－を製造しうる坦持メタ
ロセン触媒を含んでなる、ヘテロ相ポリマ－を製造するための触媒系。
【請求項３】
　（ａ）ある量の第１のオレフィンモノマ－を坦持メタロセン触媒系の存在下に第１の重
合反応域へ導入し、そして（ｂ）工程（ａ）の生成物を坦持メタロセン触媒系の存在下に
且つある量の第１のオレフィンモノマ－とある量の第２のオレフィンモノマ－の存在下、
第２の重合反応域へ導入することを含んでなる、２０－８０ｇ／秒の範囲内の流動性値を
有するヘテロ相ポリマ－の製造法。
【請求項４】
　（ａ）、シリカ担体に活性剤を含浸させ、そして（ｂ）、この活性剤を含浸させた担体
を用いてメタロセン触媒を坦持させる、ことを含んでなる、２０－８０ｇ／秒の範囲内の
流動性値を有するヘテロ相ポリマ－を製造しうる坦持メタロセン触媒系の製造法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　以上本発明を詳細に記述してきたけれど、同業者は本発明の範囲から逸脱せずにその種
々の変化、代替、及び変更が行いうることを理解すべきである。
　本発明の好適な実施の態様は次のとおりである。
　１．　約２０－約８０グラム／秒の範囲内の流動性値を有するヘテロ相ポリマ－。
　２．　ヘテロ相ポリマーが坦持メタロセン触媒系を用いて製造される、上記１のヘテロ
相ポリマ－。
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　３．　ヘテロ相ポリマ－が１５重量％より多くないキシレン可溶物含量を有する、上記
１のヘテロ相ポリマ－。
　４．　ヘテロ相ポリマ－がホモポリマ－マトリックス及びエチレン／プロピレンコポリ
マ－を含んでなるコポリマ－である、上記１のヘテロ相ポリマ－。
　５．　坦持メタロセン触媒がシリカ担体に坦持されている、上記２のヘテロ相ポリマ－
。
　６．　シリカ担体が約１－約３．５ｍｌ／ｇの平均細孔容積及び少なくとも２７３ｍ２

／ｇの平均表面積を有することで更に定義される、上記５のヘテロ相ポリマ－。
　７．　ヘテロ相ポリマ－が２つの反応域で製造され、第１の反応域がバルク相重合を含
んでなり、それに続く第２の反応域が気相重合域を含んでなる、上記１のヘテロ相ポリマ
－。
　８．　エチレン及び炭素数３－１２のα－オレフィンモノマ－からなる群から選択され
るオレフィンをそのような第１反応域で重合させてモノマ－のホモポリマ－を製造し、更
にそのようなホモポリマ－を第２の反応域でエチレン／プロピレンの存在下に重合させる
、上記７のヘテロ相ポリマ－。
　９．　坦持メタロセン触媒系が活性剤を含んでいる、上記２のヘテロ相ポリマ－。
　１０．　約２０－約８０ｇ／秒の範囲内の流動性値を有するヘテロ相ポリマ－を製造し
うる坦持メタロセン触媒を含んでなる、ヘテロ相ポリマ－を製造するための触媒系。
　１１．　メタロセン触媒がシリカ担体に坦持されている、上記１０の触媒系。
　１２．　ヘテロ相ポリマ－が１５．０重量％より多くないキシレン可溶物を有する、上
記１０の触媒系。
　１３．　シリカ担体が約１－約３．５ｍｌ／ｇの平均細孔容積及び少なくとも２７３ｍ
２／ｇの平均表面積を有するとして更に定義される、上記１１の触媒系。
　１４．　シリカ担体が細孔を有することで更に定義され、またそのような細孔が２４０
－３６０オングストロ－ムの範囲内の細孔直径を有する、上記１１の触媒系。
　１５．　坦持メタロセン触媒が活性剤を含む、上記１０の触媒系。
　１６．　坦持メタロセン触媒がＭＡＯを活性剤として含む、上記１５の触媒系。
　１７．　ヘテロ相ポリマ－が第１の反応域で製造されるホモポリマ－マトリックス及び
第２反応域で製造されるエチレン及びプロピレンを含んでなるゴムを含んでなる、上記１
０の触媒系。
　１８．　坦持メタロセン触媒系におけるシリカ担体量が坦持メタロセン触媒系の５２－
６８重量％の範囲内である、上記１１の触媒系。
　１９．　（ａ）ある量の第１のオレフィンモノマ－を坦持メタロセン触媒系の存在下に
第１の重合反応域へ導入し、そして（ｂ）工程（ａ）の生成物を坦持メタロセン触媒系の
存在下に且つある量の第１のオレフィンモノマ－とある量の第２のオレフィンモノマ－の
存在下、第２の重合反応域へ導入することを含んでなる、約２０－約８０ｇ／秒の範囲内
の流動性値を有するヘテロ相ポリマ－の製造法。
　２０．　ヘテロ相ポリマ－が１５重量％より多くないキシレン可溶物含量を有する、上
記１９の方法。
　２１．　第１の反応域がバルク相反応域を含んでなり、そして第２の反応域が気相反応
域を含んでなる、上記１９の方法。
　２２．　坦持メタロセン触媒系がシリカを担体として含む、上記１９の方法。
　２３．　シリカ担体が少なくとも１．５１ｍｌ／ｇの平均細孔容積、および少なくとも
２７３ｍ２／ｇの平均表面積及び２４０－４４０オングストロ－ムの範囲内の細孔直径を
有するとして更に定義される、上記２２の方法。
　２４．　第１及び第２の反応域のそれぞれの坦持メタロセン触媒系が同一である、上記
１９の方法。
　２５．　ヘテロ相ポリマ－が第１の反応域で製造されるホモポリマ－相及び第２の反応
域で該ホモポリマ－相上に製造され且つ分布するゴム相を含んでなる、上記１９の方法。
　２６．　シリカ坦持メタロセン触媒系が活性剤を含む、上記２１の方法。
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　２７．　活性剤がＭＡＯである、上記２６の方法。
　２８．　（ａ）、シリカ担体に活性剤を含浸させ、そして（ｂ）、この活性剤を含浸さ
せた担体を用いてメタロセン触媒を坦持させる、ことを含んでなる、約２０－８０ｇ／秒
の範囲内の流動性値を有するヘテロ相ポリマ－を製造しうる坦持メタロセン触媒系の製造
法。
　２９．　坦持メタロセン触媒系がシリカを担体として含む、上記２８の方法。
　３０．　シリカ担体が少なくとも１．５１ｍｌ／ｇの平均細孔容積、並びに少なくとも
２７３ｍ２／ｇの平均表面積及び２４０－４４０オングストロ－ムの範囲内の細孔直径を
有するとして更に定義される、上記２９の方法。
　３１．　活性剤がＭＡＯである、上記２８の方法。
　３２．　メタロセンが置換Ｃ２　対称性のラセミ体シランジイル架橋ビスインデニルジ
ルコニウムジクロリド及び置換Ｃ１　対称性のメチレン架橋シクロペンタジエニルフルオ
レニルジルコニウムジクロリドからなる群から選択されるものである、上記２８の方法。
　３３．　メタロセン触媒が置換ラセミ体シランジイル架橋ビスインデニルジルコニウム
ジクロリドからなる群から選択されるものである、上記３２の方法。
　３４．　メタロセン触媒が置換メチレン架橋シクロペンタジエニルフルオレニルジルコ
ニウムジクロリドである、上記３３の方法。
　３５．　シリカ担体が直径２４０－４４０オングストロ－ムの細孔を有する、上記２８
の方法。
　３６．製造規模の重合ラインに適用される、上記１９の方法。
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